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本
日
絃
に
昭
和
三
十
六
年
度

高
萩
市
才
入
才
川
総
予
算
案
並

び
に
各
種
特
別
会
計
予
算
案
を

提
出
す
る
に
当
り
、
施
政
方
針

を
述
・
へ
る
機
会
を
得
ま
し
た
事

は
誠
に
光
栄
と
存
ず
る
処
で
ご

座
い
ま
す
。
本
市
は
市
制
施
行

以
来
時
代
の
姻
勢
に
応
じ
各
種

の
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
市
の
産
業
椛
造
の
現
況

よ
り
市
財
政
が
極
度
に
逼
迫
し

て
居
り
ま
す
の
で
、
思
う
様
な

施
策
が
実
現
さ
れ
な
い
砺
は
誠

に
遺
憾
に
堪
え
洗
い
処
で
ご
ざ

い
ま
す
。
而
し
な
が
ら
市
民
福

祉
の
た
め
に
は
最
大
の
努
力
を

払
っ
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

抑
て
こ
こ
に
昭
和
三
十
六
年

度
予
算
編
成
に
当
っ
て
市
民
の

幸
福
と
市
勢
の
発
展
に
基
礎
を

灘溌蕊議議議

蕊
州
い
い
鋤

置
き
、
才
入
に
つ
い
て
は
、
国

民
経
済
の
伸
張
に
伴
い
特
に
税

収
に
於
て
相
当
の
増
収
を
見
込

ん
だ
の
で
あ
ｈ
ま
す
、
即
ち
市

民
税
に
於
て
は
所
得
の
伸
張
率

等
各
種
税
目
の
慎
重
な
検
討
を

い
た
し
適
確
な
る
計
数
を
見
積

り
、
計
上
致
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
税
外
諸
収
入
に
お
き
ま
し

て
も
前
年
度
の
実
績
や
事
業
に

伴
う
国
県
の
助
成
等
正
確
な
る

見
積
り
を
致
し
ま
し
た
。
反
面

才
出
に
お
身
ま
し
て
は
人
件
費

の
給
与
改
訂
に
伴
う
増
高
、
失

業
対
策
事
業
、
生
活
保
護
の
膨

張
、
公
債
費
の
元
利
償
還
金
の

増
加
等
義
務
的
経
費
の
増
加
に

伴
い
一
般
投
資
的
経
費
に
相
当

の
制
約
を
う
け
ま
し
た
こ
と
は

誠
に
遺
憾
と
す
る
処
で
あ
り
ま施政方針を述べる 安村市長

一
力
’
’
一
一

一
努
金
一
方
壱

一
の岬
搬
一
の
一

一
一
た
》
の
長
度
一

一
一
止
一
榊
市
年
》

ゞ
民
村
今
一

一
市
安
》
》

き
、
都
市
計
画
、
道
路
橘
梁
の

改
修
等
を
実
施
す
る
計
画
で
あ

り
ま
し
た
が
殊
に
商
萩
大
子
線

の
舗
装
に
つ
い
て
は
建
設
省
に

陳
情
致
し
、
国
擬
の
負
担
に
於

て
施
行
す
る
こ
と
の
見
透
し
を

得
た
こ
と
は
誠
に
御
同
慶
の
至

り
で
あ
り
ま
す
。
又
桑
作
ダ
ム

に
つ
い
て
は
愈
々
地
質
の
調
査

の
段
階
と
相
成
り
ま
し
た
。
海

岸
防
波
堤
は
、
三
十
六
年
度
を

す
が
、
極
力
消
費
経
費
の
節
減

を
計
り
、
年
次
計
画
に
対
す
る

施
策
実
現
へ
の
難
設
的
事
業
面

に
重
点
を
お
い
た
の
で
あ
り
ま

す
。
即
ち
消
防
饗
に
つ
い
て
は

貯
水
槽
の
殼
直
、
教
育
費
に
つ

い
て
は
秋
山
中
学
校
建
設
継
続

事
業
、
松
岡
小
学
校
改
築
事
業

上
君
田
小
学
校
移
築
事
業
等
を

計
画
し
、
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
失
業
対
策
事
業
に
重
点
を
お

も
っ
て
一
応
五
ヶ
年
計
画
を
打

切
ら
れ
る
見
込
な
の
で
あ
り
ま

す
が
、
之
が
継
続
工
事
を
運
動

し
て
参
り
ま
し
た
。
本
年
度
も

引
続
き
猛
運
動
を
な
し
こ
れ
ら

の
事
業
継
続
を
致
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
し
尿
処
理
場
並
び
に

塵
芥
焼
却
場
は
、
国
有
林
の
借

地
い
ま
だ
見
透
Ｌ
は
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
本
年
も
十
王
町
と

提
携
し
て
借
地
の
陳
情
を
致
し

た
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
磯

道
踏
切
り
は
昨
年
度
人
身
事
故

三
人
を
数
え
、
な
お
高
萩
陸
橋

完
成
後
は
通
行
量
も
増
加
し
た

の
で
跨
線
橋
を
造
る
べ
く
運
動

を
展
開
し
た
の
で
あ
り
主
す
が

水
戸
管
理
局
に
於
て
は
地
下
道

跨
線
橋
の
何
れ
も
参
百
万
程

度
の
支
出
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
市
の
負
担
が
相
当
額
と
な

り
建
設
は
至
難
と
な
り
ま
す
の

で
、
関
東
支
社
に
対
し
て
も
運

動
を
展
開
し
つ
上
あ
り
ま
す
。

建
設
費
と
し
イ
は
、
地
下
道
に

し
た
場
合
ば
四
千
万
以
上
、
跨

線
橘
の
場
合
は
、
千
二
百
万
以

上
と
な
り
ま
す
。
本
年
度
も
引

続
き
運
動
を
継
続
す
る
つ
も
り

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
予

算
描
臘
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
費
目
の
承
を
計
上
し
た
次

矛
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
健
術

生
費
に
つ
い
て
は
僻
地
診
療
所

の
設
置
を
行
い
、
僻
地
住
民
の

保
健
衛
生
の
向
上
に
努
め
、
産

業
経
済
費
に
つ
い
て
は
豐
村
振

興
施
策
の
実
施
に
意
を
用
い
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
反
面
市
営

住
宅
の
建
設
戸
数
の
減
少
を
見

と
は
財
政
上
止
む
を
得
な
い
事

情
と
相
成
っ
た
次
才
で
ご
ざ
い

ま
す
。尚
特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て

は
前
年
同
様
特
別
会
計
の
目
的

に
沿
っ
て
事
業
の
完
遂
や
維
持

管
理
に
努
め
、
ま
た
国
民
健
康

保
険
事
業
に
つ
い
て
は
法
の
改

正
に
件
い
医
躍
制
限
の
撤
廃
を

行
い
。
彼
保
険
者
の
福
祉
に
貢

献
す
べ
く
計
画
し
た
次
才
で
あ

り
ま
す
。

以
上
申
し
述
べ
た
如
く
才
入

に
つ
い
て
は
与
う
限
り
最
大
限

に
見
蔽
り
、
そ
の
範
囲
内
に
於

て
、
出
来
得
る
限
り
の
施
策
で

ご
ざ
い
ま
す
。
尚
本
予
算
執
行

に
当
り
ま
し
て
は
賑
員
一
同
を

指
導
監
督
し
、
健
令
財
政
を
堅

持
し
な
が
ら
肢
商
陛
の
効
率
的

事
莱
施
行
に
閑
意
し
、
市
民
の

福
祉
と
巾
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
念
願
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何

卒
慎
亜
ご
審
議
の
上
ご
協
賛
あ

ら
ん
事
を
お
願
い
致
し
ま
し
て

施
政
方
針
と
い
し
ま
す
。

最
後
に
懸
案
で
あ
り
ま
し
た

ヘ
ル
ス
セ
ソ
タ
ー
の
誘
致
で
あ

り
ま
す
が
、
最
近
地
主
と
の
契

約
も
ほ
ぼ
ま
と
ま
り
訓
印
の
は

こ
び
に
な
っ
た
癖
に
対
し
て
、

総
合
開
発
審
識
会
並
び
に
議
八

各
位
に
深
陛
な
る
感
謝
を
申
上

げ
る
次
矛
で
あ
り
ま
す
。

尚
高
校
新
設
で
あ
り
ま
す
が

昨
年
度
に
引
続
き
陳
情
致
し
て

ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
議
員

各
位
の
ご
協
力
を
切
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
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◇
市
税
で
才
入
総
額
の

三
六
、
五
兜
九
二
、
○
○
一
千

円
を
計
上
し
た
。
こ
の
中
市
民

の
皆
さ
ん
に
直
接
関
係
の
あ
る

市
民
税
一
二
、
四
○
四
千
円
、

固
定
資
産
税
四
九
、
二
五
三
千

円
、
軽
自
動
車
税
九
二
○
千
円

都
市
計
画
税
は
．
今
年
よ
り
新

ら
た
に
松
岡
地
区
が
加
え
ら
れ

こ
、
九
八
七
千
円

ま
た
間
接
に
収
め
て
い
た
だ
く

－
ー

’ 昭
和
三
十
六
年
度
予
算
は
、
人
件
費
関
係
の
延
び
、
生
活
保

護
喪
の
基
準
の
引
き
上
げ
、
失
対
労
務
者
の
賃
金
の
ア
ッ
プ
、

公
債
微
の
元
利
侭
還
金
の
増
高
と
義
務
的
経
賀
の
支
出
増
加
が

目
立
っ
て
い
る
。
一
方
こ
の
よ
う
に
増
大
す
る
経
費
を
補
う
た

め
の
市
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
、
県
の
負
柤
金
及
び
補
助
金

の
率
の
上
昇
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
実
際
に
は
そ
れ
に
つ
い
て

ゆ
け
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
主
財
源
（
市
税
‐
工
父
付
税
）
が
少
い
市
町
村

に
あ
っ
て
は
、
義
務
経
費
を
差
引
い
た
残
り
で
、
土
木
、
産
業

経
済
、
文
教
衛
生
等
の
諸
事
業
を
行
う
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て

補
助
金
や
起
債
な
し
に
は
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
態

で
、
い
き
お
い
国
家
財
政
に
依
存
す
る
度
合
が
非
常
に
強
い
わ

け
で
あ
る
。

以
上
の
苦
し
い
台
所
か
ら
充
分
に
行
政
効
果
と
、
経
済
効
率

を
あ
げ
る
よ
う
恢
重
検
討
し
た
結
果
左
の
よ
う
な
才
入
才
出
に

な
っ
た
次
汁
で
あ
る

Ｉ才入 一
般
会
計
二
五
一
、
八
八
六
、
五
九
一
円

特
別
会
計
二
一
、
七
一
六
、
八
○
○
円

市
税
は
昨
年
度
よ
り

九
五
○
万
円
増
収
見
込
む

電
気
ガ
ス
税
一
○
、
八
○
一
千

円
た
ば
こ
消
我
税
九
、
五
○
○

千
円
そ
の
他
鉱
産
税
三
、
五
五

二
千
円
、
木
材
引
取
税
二
、
四

○
○
千
円
で
計
九
二
、
○
○
一

千
円
と
な
る
。

◇
地
方
交
付
税
こ
れ
は
地

方
公
共
団
体
の
財
政
上
の
不
均

衡
を
直
す
た
め
に
国
が
国
税
の

中
か
ら
一
定
の
割
合
で
計
算
し

行
政
上
の
必
要
経
費
の
不
足
分

－

◇
議
会
費
市
議
会
と
し
て

の
必
要
な
絲
費
七
、
八
五
三
千

円
。◇
役
所
費
総
額
の
十
四
、

八
％
を
占
め
る
役
所
費
は
、
市

の
行
政
に
必
要
な
物
件
費
や
、

人
件
費
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
事
務

経
費
が
こ
上
か
ら
支
出
さ
れ
る

◇
消
防
費
最
近
ひ
ん
ぱ
ん

と
し
て
発
生
す
る
火
災
に
備
え

て
消
防
手
の
警
戒
、
夜
警
、
出

場
等
の
手
当
、
貯
水
槽
、
消
火

栓
の
設
置
に
よ
り
、
こ
と
あ
る

場
合
の
万
全
を
期
す
る
た
め
の

経
費
三
、
四
二
九
千
円
を
見
込

ん
だ
。

◇
土
木
費
道
路
橋
梁
及
び

水
路
の
維
持
修
繕
費
に
三
、
三

二
一
千
円
、
市
営
住
宅
二
十
戸

の
建
築
関
係
費
七
、
六
八
六
千

円
、
都
市
計
画
事
業
費
三
、
六

三
三
千
円
な
ど
計
一
七
、
五
四

Ｋ
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″
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、
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ｊ
う
り
７
３
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口
〃
〃
？
〃
〃
易
～
卦
１
５
５
～
く
Ｊ
２
２
〃
、
悪
？
？
〃
ク
ノ
？
ｊ
〃
ノ
リ
？
〃

の
穴
埋
め
と
し
て
交
付
す
る
税

で
、
本
年
は
三
四
、
三
三
一
千

円
を
計
上
し
た
。

◇
国
庫
支
出
金
こ
の
主
な

る
も
の
は
生
活
保
護
の
三
四
、

一
五
五
千
円
、
失
業
対
策
事
業

の
一
六
、
二
五
二
千
円
、
秋
山

中
、
松
岡
小
の
新
改
築
を
含
む

教
育
費
関
係
一
四
、
○
二
七
千

円
、
市
営
住
宅
二
○
戸
分
四
三

五
七
千
円
等
で
そ
の
総
額
は
七

出
一
学
校
建
設
に
重
点

才
事
業
費
総
額
七
千
余
万
円

四
円
を
計
上
し
た
。

◇
教
育
費
支
出
額
六
○
、

○
二
五
千
門
で
こ
の
う
ち
、
秋

山
中
学
校
新
築
鋤
、
鉄
筋
三
階

建
四
○
三
坪
を
二
二
、
八
四
二

千
円
で
、
ま
た
松
岡
小
学
校
改

築
費
鉄
筋
三
階
建
二
一
六
坪
を

一
二
、
三
○
五
千
円
で
予
算
化

し
、
そ
し
て
児
童
生
徒
の
科
学

体
育
、
音
楽
の
教
材
に
必
要
な

設
備
に
約
一
、
五
○
○
千
円
を

充
当
し
、
資
実
の
向
上
に
努
め

更
に
社
会
教
育
に
も
多
額
の
経

費
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、

も
ち
ろ
ん
教
育
費
の
よ
り
多
い

こ
と
が
望
ま
し
く
本
市
の
場
合

は
支
出
総
額
の
約
二
十
四
％
を

占
て
い
る
が
、
今
後
も
教
育
行

政
の
充
実
に
は
で
き
る
限
り
の

意
を
そ
上
ぎ
健
全
な
教
育
の
場

と
し
た
い
方
針
に
は
変
り
な
い

◇
社
会
及
び
労
仇
施
設

一
、
四
五
三
千
Ｎ
と
な
る
。

◇
県
支
出
金
県
よ
り
の
産

業
経
済
、
保
健
術
生
、
社
会
及

び
労
仇
施
設
、
統
計
調
査
の
補

助
金
や
委
託
金
な
ど
二
、
八
九

二
千
円
計
上
し
た
。

◇
繰
越
金
昭
和
一
二
十
五
年

度
の
繰
越
概
算
見
込
額
を
二
、

○
○
○
千
円
と
し
た
。

◇
寄
附
金
三
、
二
○
○
円

を
見
込
ん
だ
。

費
才
出
中
最
も
大
き
い
比
率

三
四
、
八
％
を
占
め
る
こ
の
費

目
は
、
福
祉
事
務
所
で
取
扱
う

生
活
保
護
費
四
三
、
四
六
七
千

円
、
保
育
所
関
係
の
費
用
二
、

○
七
○
千
円
、
社
会
福
祉
事
業

費
七
二
、
四
千
円
国
民
年
金
印

紙
陥
入
我
七
、
三
八
○
千
円
で

以
上
合
せ
て
約
六
○
、
○
○
○

千
円
、
そ
れ
に
失
業
対
策
事
業

費
二
七
、
六
一
○
千
円
を
投
じ

て
主
に
道
路
維
持
補
修
に
使
用

さ
れ
て
い
る
、

◇
保
健
衛
生
費
伝
染
病
、

結
核
予
防
、
鼠
退
治
、
火
葬
場

ゴ
ミ
処
理
、
狂
犬
病
予
防
等
の

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
経
常
経
費

三
、
八
五
七
千
円
計
上
し
た
が

こ
の
う
ち
本
年
は
小
児
ま
ひ
ワ

ク
チ
ン
代
六
○
○
人
分
六
二
四

千
円
を
投
じ
て
い
る
。

◇
産
業
経
済
費
は
農
業
委

員
会
の
経
費
二
、
三
○
八
千
円

農
林
畜
産
、
新
農
村
建
設
綜
合

対
策
、
士
地
改
良
、
水
利
工
事

等
に
約
六
、
七
五
八
千
円
を
計

上
商
工
業
奨
励
関
係
費
用
一
、

◇
雑
収
入
二
、
二
七
四

千
円
計
上
し
て
い
る
が
、
主
と

し
て
国
民
年
金
印
紙
売
捌
代
金

と
、
黒
牛
導
入
資
金
の
戻
入
額

で
あ
る
、

◇
市
債
市
営
住
宅
、
秋
山
中

松
岡
小
の
建
設
資
金
の
一
部
の

国
よ
り
の
借
入
額
二
二
、
○
○

○
千
円
を
見
込
ん
だ
以
上
が
才

入
の
あ
ら
ま
し
で
、
合
計
二
五

一
、
八
八
六
千
円
と
な
る
。

○
九
二
千
円
そ
の
他
観
光
事
業

費
と
し
て
四
二
八
千
円
で
計
一

○
、
六
八
九
千
円
と
な
る
、

◇
財
産
費
市
有
財
産
の
管

理
費
一
、
九
二
○
千
円
で
、
こ

れ
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
在

し
て
い
る
不
動
産
の
管
理
維
持

は
実
務
上
か
な
り
困
難
で
あ
り

さ
ら
に
こ
れ
が
効
率
的
な
運
川

は
市
民
の
ご
協
力
に
よ
ら
な
け

れ
ば
到
底
で
き
得
な
い
訳
で
あ

る
。
ま
た
基
本
財
産
、
積
立
金

に
つ
い
て
も
確
実
な
る
運
川
を

す
る
よ
う
努
力
を
積
ん
で
い
る

◇
統
計
費
各
種
統
計
調
査

費
一
五
四
千
円
。

◇
選
挙
費
選
挙
管
理
委
員

会
我
及
び
本
年
四
月
二
十
五
日

行
わ
れ
る
農
業
委
員
の
選
挙
費

で
四
三
五
千
円
を
計
上
し
た
。

◇
公
債
費
大
蔵
省
資
金
運

用
部
及
び
郵
政
省
簡
易
保
険
局

よ
り
長
期
借
り
入
れ
し
た
二
十

九
件
の
元
利
償
還
金
の
返
済
額

が
一
四
、
六
一
二
千
円
に
な
る

◇
諸
支
出
金
徴
税
関
係
我

用
二
、
二
○
八
千
円
、
特
別
会

計
国
民
健
康
保
険
事
業
費
へ
一

般
会
計
よ
り
の
繰
出
金
二
、
四

○
○
千
円
、
そ
の
他
各
種
団
体

へ
の
負
担
助
成
金
で
約
一
、
○

○
○
千
円
で
計
六
、
○
二
九
千

円
と
な
る
。
以
上
才
出
合
計
二

五
一
、
八
八
六
千
円
に
な
る
の

が
本
年
度
の
予
算
の
概
要
で
あ

》
（
》
０
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昭和36年度高萩市才入才出予算一覧表

才 入

｜

’

本
予
年
算
應
額
前
予

度
額

年
算

92,001,860 82,490,500

34,331,000 ０
０
０
０
０
１

０６６７２

１
Ｊ
釧
皿
一

２
３
４
２
７
５
ｑ
Ｊ
●

３
８６

△

訓

帥

叩

３
０
０

■
■
夕
ｐ

３
４
０

５
９
０

３
５
１

４
山
Ｌ

1,460,569

1,606,00()

０
１
０
５

Ｏ

４
Ｊ
９

０

５

０
７
９
２
’
９｜

’

１
０
８
０
８
０
７
７

４
０
７
０
２
０
１
２
１
２

1,999,430

債市 17,000,0

220.781,0

00

00

5,000,000
γ
'p１９５６８８

３
１５２

一
二
｜
ロ才入 31,105,”］

才 出

本年度
款科 目

予算額

1艤会費7,832,380

前年腱
予算額

5,608,500

増 ．基|鈴
比

2,244,880師
一
蝿
一
Ｍ
｜
珈
一

31,245,8601 6,130,740０

０

０

７

６

０

６
り

獅

粋

２

３
’

役所費

5,0,う4,15() △ 1,6”,08(）消 防費

17,466,770 77,｢)7017,543,34(）4士木費

2教育費

社会及び
6労仇施設費

？
“

掛
詞
斗
勿
剖
雰
貝
牙

60,025,5401 46,"3,530 13,072,010238

87,6う8,298 74,146, 601グ

1”12,1381348

1.340.217７

８
’
９９

保健衛生費

産業経済費

７
２
３
９
５
２
７
，

７
９
５
８
８
６
１
１

３
０１

2,517,320 恥
一
“
｜
叩
一
叩
一
”
｜
姻
一
型 2．4

希

８
７
４
８
８
７
７
，

４
４
２
９

戸
』
６

２△
△

△13,414,140

財産費

統計調査費

選挙費

財一絹選

1,920,543 2,615,3301△
ｌ
ｍ
ｌ
ｕ
ｌ

㈹

鋤

Ⅱ

抑

９
３
５
２

■
７
，
，

４
戸
か
２
９

５
３
１
２

１
４
６
０Ｊ，
４
６
１

488,9801- 334,080

298,700 136,640

画

β
｜
哩
一

公債

諸支

費 11,813,3101 3,299,201

出金 9，358,2501△

｜
3,329,()10

竺当
’

30(),0()0 3()0,00()予備費

才出計 251,886,5911220,781,(1001 31,105,5911 1001

会計別集計表 （前年度対比）屍頁’の脚装I#
f$ﾐｨ 、い“;《

鳥謂瀦一期
軽自動車税全期

納期は4月30日迄ですから

お忘れなくお納め下さい

’
比 較

’
会 計 別 本年度予算額 前年度予算額

220,781,00()

増 ’

3]’'05,"]’

減

｜

’
般 会 計

251,886,59]

都市計画費

国民健康保険費

1 ,0100<)0 縄
、

“
一
Ａ

６
］
１

８
１

噸
一
脚 ８

８
６
６
３
Ｂ

Ｊ

６
７
７
０
２
６

４特
別
会
計

274,801)｜

4.{2,()0()i

H,6()3,4()(）20，

屠畜場費 427,()uOI 5,(100

,716,80()|言’ 哩
鯛

〃
一
Ｊ

４
《
小

２
０
３
１
，
，

２
銘
２
２

21

273,603,391 3(1,497,623計 ’合

－

一一279－

款
一
Ｉ
｜
２

３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
型
、
｜
掴

科 目

市 税

鰡熱:
特別交付金

質担畜及豊’
６
ゞ
０

７
０
９
４
口
″
■

７
９
８
４
９
３

７
７

公営企業及1
財産収

△

11,979,6201 3,991,644

338,48 0 10,920

トト

鴬
主u

増

9，51］,360

6"67],000

△ 100

使用料及び
手数料
箏
一
｜
県
》

寄附金

８
５
１
６
２
４
５
３
９
５
β
Ａ
４
１７

１
０
６
３
７
０
も
７

２
０
９
０
８
２

２
’
３

繰越金 2,1

雑収入

652,9｣8

2,930,255

％
｜
癖
一
郎
一
一
一
”
｜
伽
一
”
｜
狸
一
哩
一
暇
一
蛎
一
｜
“
’
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○
議
案
才
六
号
昭
和
三
十
五

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
つ
い
て

○
議
案
才
七
号
昭
和
三
十
五

十
八
日
ま
で
の
六
日
間
に
わ
た

り
市
議
会
議
場
に
お
い
て
開
か

れ
終
始
活
発
な
審
議
が
行
わ
れ

た
。
特
に
今
期
定
例
会
に
市
内

婦
人
層
の
傍
聴
が
多
か
っ
た
こ

と
が
目
立
っ
た
。
本
会
に
提
出

さ
れ
た
議
案
及
び
そ
の
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
議
案
矛
一
号
高
萩
市
固
定

資
陀
評
価
審
査
委
員
選
任
の
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

高
萩
市
大
字
赤
浜
三
八

鈴
木
勝
正

明
治
三
十
七
年
五
月

三
十
一
日
生

○
議
案
矛
二
号
昭
和
三
十
六

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
予
算
に

つ
い
て

○
議
案
才
三
号
昭
和
三
十
六

年
度
高
萩
市
都
市
計
画
事
特
別

会
計
才
入
才
出
予
算
に
つ
い
て

○
議
案
才
四
号
昭
和
三
十
六

年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
才
入
才
出
予
算
に

つ
い
て

○
議
築
才
五
号
昭
和
三
十
六

年
度
高
萩
市
と
畜
場
特
別
会
計

才
人
才
出
予
算
に
つ
い
て

１ 三月の議会から

昭
和
三
十
六
年

才
一
回
高
市
萩
議

会
定
例
会
は
去
る

三
月
十
三
日
よ
り

劃
副
市
議
会
定
例
会
開
会

昭
和
三
十
六
年
度
予
算
な
ど

三
十
二
件
を
可
決

○
議
案
矛
八
号
高
萩
市
転
員

の
給
与
に
関
ず
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

本
件
は
主
と
し
て
人
事
院
勧

告
に
伴
う
転
員
の
給
与
改
一
訂
で

あ
る
。
更
に
期
末
手
当
の
割
合

を
○
、
一
ヶ
月
分
増
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
市
転
員
の
平
均

給
与
ベ
ー
ス
は
一
四
、
五
三
円

と
な
っ
た
。

○
議
案
才
九
号
商
萩
市
特
別

転
の
転
員
で
常
勤
の
も
の
の
給

与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
市
長
、
助
役
及
び
収

入
役
の
給
与
の
改
正
で
あ
る
。

市
長
六
七
、
○
○
○
円

助
役
五
二
、
○
○
○
円

収
入
役
四
八
、
○
○
○
円

○
議
案
才
一
○
号
高
萩
市
議

会
の
議
員
の
報
酬
及
ひ
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

本
件
は
市
議
会
議
員
の
報
酬

の
改
正
で
次
の
と
お
り
改
め
た

議
長
一
六
、
○
○
○
円
’

一
八
、
○
○
○
円

副
議
長
一
四
、
○
○
○
円
’

一
六
、
○
○
○
円

議
貝
一
三
、
○
○
○
円
’

一
五
、
○
○
○
円

○
議
案
矛
二
号
高
萩
市
特

別
賑
の
転
員
で
非
常
勤
の
も
の

年
度
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
事

業
特
別
会
計
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
に
つ
い
て

の
報
酬
及
び
費
用
別
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

本
件
は
特
別
竃
の
非
常
勤
の

転
員
の
報
酬
の
一
部
改
正
で
今

回
新
た
に
学
校
蛎
託
薬
剤
師
が

設
置
さ
れ
た
た
め
こ
れ
は
支
給

す
る
報
酬
を
次
の
よ
う
に
定
め

た
。
学
校
嘱
託
薬
剤
師

年
額
三
、
○
○
○
円
’

五
、
○
○
○
円

○
議
案
才
一
二
号
高
萩
市
転

員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て本
件
は
市
転
員
定
数
条
例
の

う
ち
農
業
委
員
会
関
係
賑
員
の

転
名
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
数

を
組
み
磐
え
た
も
の
で
総
体
的

に
は
数
の
変
動
は
な
い
。
更
に

教
育
委
員
会
関
係
に
お
い
て
そ

の
他
の
転
貝
を
三
名
増
し
て
三

十
六
人
と
し
た
。
こ
れ
で
市
嘱

員
全
体
の
定
数
は
一
九
○
人
と

な
っ
た
。

○
議
案
矛
一
三
号
高
萩
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

本
件
は
国
保
条
例
の
一
部
改

正
で
主
と
し
て
療
養
の
給
付
の

範
囲
及
び
給
付
の
制
限
の
項
を

全
廃
す
る
も
の
で
あ
る
、
こ
れ

に
よ
っ
て
歯
科
補
綴
に
お
け
る

金
材
料
或
い
は
病
院
又
は
診
療

所
へ
收
容
し
た
場
合
の
給
食
及

び
寝
具
設
備
に
対
し
て
も
又
看

護
、
移
送
に
つ
い
て
も
給
付
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
議
案
才
一
四
号
高
萩
市
国

民
健
康
保
険
税
条
令
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
議
案
才
一
五
号
松
岡
小
学

校
舎
建
設
に
つ
い
で

本
件
は
松
岡
小
学
校
老
朽
校

舎
改
築
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

三
階
建
、
二
一
六
、
五
一
坪
）

を
、
昭
和
三
十
六
年
度
に
実
施

す
る
た
め
の
事
件
決
議
事
項
で

あ
る
。

○
議
案
才
一
六
号
秋
山
中
学

校
舎
建
設
に
つ
い
て

本
件
は
秋
山
中
学
校
舎
矛
三

期
工
事
分
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
四
○
三
、
三
七
坪
）

を
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
い
て

建
設
す
る
事
件
決
議
事
項
で
あ

る
。○
議
案
才
一
七
号
上
君
田
小

学
校
舎
建
設
に
つ
い
て

本
件
は
上
君
田
小
学
校
舎
の

一
部
（
木
造
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
平

家
三
五
坪
）
を
昭
和
三
十
六
年

度
に
建
設
す
る
た
め
の
事
件
決

議
事
項
で
あ
る

○
議
案
才
一
八
号
市
営
住
宅

建
設
に
つ
い
て

本
件
は
年
々
建
設
さ
れ
て
い

る
市
営
住
宅
を
昭
和
三
十
六
年

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
建
設

す
る
た
め
の
事
件
決
議
事
項
で

あ
る
矛
一
和
簡
易
耐
火
榊
造
平
家
建

一
○
戸
（
一
戸
当
り
一
○
坪
）

矛
二
種
簡
易
耐
火
構
造
平
家
建

一
○
戸
（
一
戸
当
八
、
五
坪
）

○
議
案
才
一
九
号
松
岡
小
学
校

老
朽
校
舎
改
築
事
業
費
起
債
に

つ
い
て
（
起
債
額
七
百
五
十
万

円
）
○
議
案
才
二
○
号
秋
山
中
学

校
建
設
事
業
費
起
債
に
つ
い
て

（
起
債
額
一
千
百
五
十
万
円
）

○
議
案
才
二
十
一
号
市
営
住

宅
建
設
事
業
費
起
債
に
つ
い
て

（
起
債
額
二
百
万
円
）

○
議
案
才
二
三
号
海
岸
築
堤

工
事
負
担
金
起
債
に
つ
い
て

（
起
債
額
百
万
円
）

右
は
い
づ
れ
も
当
該
事
業
に

必
要
な
費
用
を
起
債
す
る
だ
め

の
事
件
議
決
事
項
で
あ
る

○
議
案
才
二
三
号
僻
地
診
療

所
設
置
に
つ
い
て
本
件
は
大
字

上
君
田
（
旧
上
君
田
出
張
所
）

を
利
用
し
て
僻
地
診
療
所
を
設

置
す
る
こ
と
の
事
件
決
議
事
項

で
あ
る

○
議
案
矛
二
四
号
秋
山
中
学

学
校
舎
建
築
矛
二
期
工
事
請
賃

契
約
締
結
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
五
年
度
施

行
の
秋
山
中
学
校
矛
二
期
工
事

の
請
負
契
約
締
結
事
項
で
日
立

土
木
株
式
会
社
と
壱
千
弐
百
八

万
円
で
契
約
を
結
ん
だ
も
の

○
議
案
矛
二
五
号
一
時
借
入

金
議
決
に
つ
い
て

○
議
案
才
二
六
号
一
時
借
入

金
議
決
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
六
年
度
予

算
内
支
出
に
必
要
の
た
め
次
の

と
お
り
そ
れ
人
、
常
銀
そ
の
他

適
当
な
金
融
機
関
よ
り
一
時
借

入
れ
を
す
る
た
め
の
事
件
決
議

事
項
で
あ
る

一
般
会
計
参
千
万
円
以
内

特
別
会
計
（
国
保
）

参
百
万
円
以
内

○
議
案
矛
二
七
号
ロ
ー
ド
ロ

ー
ラ
ー
購
入
契
約
締
結
に
つ
い

て

本
件
は
道
路
舗
装
用
ロ
ー
ド

ロ
ー
ラ
ー
（
一
○
屯
一
台
）
を

東
京
都
株
式
会
社
酒
井
工
作
所

か
ら
購
八
の
契
約
締
結
事
項
で

あ
る
○
議
案
才
二
八
号
市
有
財
産

の
変
更
議
決
に
つ
い
て
本
件
は

市
有
財
産
の
変
更
議
決
で
次
の

よ
う
に
そ
れ
人
、
移
築
及
び
改

築
を
す
る
も
の
で
あ
る
旧
大
野

小
学
校
の
う
ち
七
九
坪
五
○
を

上
君
田
小
学
校
へ
移
築

旧
上
君
田
出
張
所
三
一
坪
か
僻

地
診
療
所
と
し
て
改
築

○
議
案
矛
二
十
九
号
市
有
財

産
処
分
に
つ
い
て

本
件
は
市
有
財
産
旧
石
滝
消

防
詰
所
兼
器
具
置
場
六
坪
を
地

元
消
防
団
へ
無
償
払
下
げ
を
す

る
た
め
の
事
件
議
決
車
項
で
め

プ
○○
議
案
才
三
○
号
固
定
資
産

税
免
税
の
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

本
件
は
工
場
誘
致
条
例
の
規

定
に
よ
っ
て
高
萩
・
〈
ル
プ
エ
場

か
ら
免
税
申
請
の
あ
っ
た
増
設

分
（
一
評
価
額
六
千
六
百
拾
弐
万

五
百
円
）
に
対
し
て
昭
和
三
十

六
年
度
乃
至
昭
和
三
十
八
年
度

の
間
免
税
措
置
を
す
る
た
め
の

議
会
の
同
意
事
項
で
あ
る

○
報
告
才
一
号
専
決
処
分
事

項
の
報
告
に
つ
い
て

本
件
は
昭
和
三
十
五
年
度
の

追
加
予
算
で
失
対
労
務
者
の
年

末
手
当
七
拾
参
万
九
百
五
拾
円

及
び
松
岡
農
道
の
買
収
費
不
足

分
拾
壱
万
参
千
円
を
そ
れ
人
、

緊
急
処
理
す
、
へ
き
事
態
が
生
じ

議
会
招
集
の
暇
か
な
か
っ
た
た

め
地
方
自
治
法
矛
一
七
九
条
の

規
定
に
よ
っ
て
市
長
に
お
い
て

専
決
処
分
を
し
た
そ
の
報
告
事

項
で
あ
る

○
議
案
才
三
一
号
昭
和
三
十

六
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加

予
算
に
つ
い
て

本
予
算
は
昭
和
三
十
五
年
度

か
ら
の
継
続
事
業
と
し
て
必
要

な
秋
山
中
学
校
オ
ニ
期
工
事
分

の
追
加
で
新
営
改
築
費
八
百
九

拾
七
万
五
百
円
で
あ
る
。
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高
萩
市
農
事
放
送
農
業
協
同

組
合
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、

目
下
建
設
中
の
有
線
放
送
は
建

柱
、
架
線
、
引
込
等
平
行
し
て

急
が
れ
て
居
り
ま
す
。
本
年
度

は
全
国
的
に
事
業
量
が
多
く
て

電
柱
の
製
造
が
間
に
合
わ
ず
、

加
え
て
生
産
地
が
近
年
稀
に
承

る
大
雪
で
、
木
材
搬
出
を
困
難

な
ら
し
め
て
い
る
等
の
事
情
か

ら
、
工
事
が
大
変
遅
れ
て
い
ま

す
。
然
し
問
題
の
電
柱
も
先
日

全
数
量
が
入
荷
し
ま
し
た
の
で

総
力
を
挙
げ
て
工
事
は
進
め
ら

れ
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
声
の
聞
か
れ
る
の
も

間
近
に
な
り
ま
し
た
。
有
線
放

送
は
こ
上
数
年
来
全
国
的
に
著

し
く
普
及
し
、
本
県
で
も
そ
の

数
は
五
十
余
に
達
し
、
内
容
も

日
を
追
っ
て
改
善
さ
れ
て
公
社

規
格
の
立
派
な
施
設
が
続
々
生

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
有
線
放

送
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か

次
に
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

、
有
線
放
送
と
は
、
ス
ピ
ー
カ

ー
を
通
じ
て
各
種
の
放
送
を

聞
き
、
電
話
器
を
用
い
て
相

互
に
話
が
で
き
る
装
置
で
す

有
線
放
送

農
－

家
九
○
○
戸
の
ｌ
｜

ｌ
聲
の
交
換
な

＠
ど
ん
な
事
業
を
行
う
か

①
農
事
指
導
放
送
の
事
業

②
一
般
放
送
の
事
業

③
広
報
活
動
の
事
業

④
広
告
放
送
の
事
業

⑤
電
話
通
信
の
事
業

、
事
業
区
域
は
、
旧
高
萩
、
松

岡
の
全
地
域
で
、
市
街
地
の

中
心
部
は
除
か
れ
ま
す
。

＠
加
入
者
は
契
約
当
時
は
八
五

○
戸
、
追
契
を
含
め
て
八
六

二
戸
で
し
た
が
、
現
在
は
九

○
○
戸
を
越
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
市
役
所
、
農

協
小
中
学
校
、
駐
在
所
、
営

林
署
、
普
及
所
、
家
畜
保
健

所
、
協
同
病
院
等
の
公
共
施

設
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

、
施
設
は
大
別
し
て
次
の
三
つ

に
な
り
ま
す
。

①
本
部
施
設

二
歴
敷
複
式
交
換
器
一

増
巾
器
（
出
力
二
○
○
ワ
ッ

ト
）
本
部
保
安
器

蓄
電
池
そ
の
他
の
附
属
一
式

②
電
程
施
設

電
柱
全
部
ク
レ
注
材
使
用

電
線
全
部
被
槻
銅
線
使
用

③
各
戸
施
設

駐令』

テ
レ
ホ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー

（
電
話
器
と
ス
ピ
ー
カ
ー
）

＠
経
費
は
工
事
費
（
加
入

者
八
六
二
）
一
二
二
二
万
円

追
加
分
を
含
め
る
と
更
に
増

大
し
ま
す
。
他
に
放
送
室
施

設
費
創
業
諸
費
を
合
せ
る
と

總
事
業
費
は
約
一
、
三
○
○

万
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。
今
回

t…

洋野

ろ
h鎚鄙塞露
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鱗 の
工
事
に
対
し
て
は
、
県
及

び
市
か
ら
助
成
が
あ
り
ま
す

の
で
一
戸
当
り
の
経
費
約
一

五
、
○
○
○
円
の
処
一
○
、

○
○
○
円
の
払
込
で
出
来
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

＠
回
線
は
交
換
器
の
容
量
は

一
○
○
回
線
ま
で
使
用
出
来

る
が
現
設
計
は
特
別
回
線
を

含
め
て
六
八
回
線
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
回
線
に
揺
統
さ

れ
る
電
話
は
一
○
戸
乃
至
二

○
戸
で
、
将
来
追
加
工
事
を

す
る
場
合
は
回
線
を
増
し
て

一
回
線
当
り
加
入
者
戸
数
を

調
整
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

、
電
話
の
使
い
方
は
電
話
器

は
普
通
の
も
の
と
何
等
変
り

あ
り
ま
せ
ん
が
、
信
号
用
の

蕊蕊蕊

蕊#灘
』 二 『■",『

騨蕊 。
ヘ
ル
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
、

電
話
を
か
け
る
場
合
は
、
電

話
器
を
あ
げ
た
だ
け
で
交
換

手
に
通
じ
ま
す
か
ら
相
手
方

の
電
話
番
号
を
い
え
ば
す
ぐ

つ
な
い
で
く
れ
ま
す
。
交
換

手
は
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
じ
て

相
手
方
を
呼
び
出
し
ま
す
。

こ
の
場
合
交
換
手
の
呼
出
し

の
声
は
そ
の
回
線
全
部
に
聞

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら

自
分
の
番
号
の
と
き
だ
け
応

答
す
れ
ば
い
Ｌ
わ
け
で
す
話

が
す
ん
だ
ら
必
ず
電
話
器
を

か
け
て
下
さ
い
。
万
一
は
ず

し
た
ま
Ｌ
に
し
て
置
く
と
そ

の
回
線
全
部
話
が
通
じ
な
く

な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
願
い

ま
す
。

蕊篭

、
公
社
電
話
と
の
関
係
は

公
社
電
話
と
の
接
続
は
全
国

的
な
問
題
に
な
っ
て
居
り
ま

す
が
現
在
は
不
可
能
で
す
郵

政
省
も
目
下
こ
の
問
題
鳶
検

討
中
で
す
か
ら
近
き
将
来
に

於
い
て
施
設
の
良
い
も
の
か

ら
接
続
出
来
る
よ
う
に
な
る

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ

て
公
社
電
話
を
使
う
場
合
は

交
換
手
に
取
つ
ぎ
を
依
頼
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、
保
守
に
つ
い
て

保
守
上
最
も
留
意
す
べ
き
問

題
は
電
線
に
き
ず
を
つ
け
な

い
こ
と
で
す
。
線
を
つ
生
ん

で
い
る
ビ
ニ
ー
ル
に
き
ず
が

つ
く
と
そ
こ
か
ら
雨
水
が
は

い
っ
て
た
ち
ま
ち
電
話
が
通

じ
な
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て

木
の
枝
打
は
完
全
に
し
て
置

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
電
線
に
と
ま
っ
て

い
る
雀
を
空
気
銃
で
う
つ
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
こ
と
、

万
一
ワ
イ
ヤ
に
当
る
と
何
本

か
の
線
を
き
ず
つ
け
電
話
が

不
通
に
な
る
ば
か
り
で
な
く

故
障
箇
所
の
発
見
を
悶
難
な

ら
し
め
多
く
の
人
に
迷
惑
を

か
け
る
結
果
と
な
り
ま
す
。

今
後
保
守
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
加
入
者
未
加
入
者
の
別

な
く
、
全
市
民
の
理
解
と
協

力
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん

、
結
び
本
工
事
を
施
行
す
る

に
当
り
、
土
地
の
提
供
、
樹

木
の
枝
打
等
市
民
の
皆
様
方

の
寄
せ
ら
れ
た
ご
協
力
に
対

し
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る

次
矛
で
あ
り
ま
す
。

【
写
真
説
明
〕
上
Ⅱ
八
○
回
一

線
複
式
交
換
機
下
Ⅱ
増
巾
一

器
出
力
（
二
○
○
Ｗ
）
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市
町
村
同
様
法
令
及
び
条
例
に

基
づ
い
て
、
歯
科
補
綴
に
お
け

る
金
材
料
使
用
と
入
院
の
際
の

給
食
及
び
寝
共
設
備
に
つ
い
て

は
、
療
養
の
給
付
を
行
わ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が

三
月
の
定
例
市
議
公
に
お
い
て

条
例
改
正
が
議
決
さ
れ
て
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
、

こ
れ
ら
の
制
限
は
撤
廃
さ
れ
ま

し
た
。
（
こ
れ
で
健
康
保
険
等

の
社
会
保
険
の
家
族
給
付
な
み

に
な
っ
た
わ
け
で
す
）
従
っ
て

四
月
一
日
以
降
に
お
い
て
は
、

入
れ
歯
な
ど
で
歯
科
医
師
が
必

要
と
一
記
め
規
則
に
基
づ
い
て
金

材
料
を
用
い
た
場
合
の
費
州
や

入
院
の
際
の
規
則
で
定
め
ら
れ

て
い
み
給
食
や
寝
具
の
費
用
に

つ
い
て
も
そ
の
半
額
に
相
当
す

る
分
は
保
険
者
（
市
）
が
負
担

す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。

①
高
萩
市
国
民
健
康

保
瞼
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

三
日
の
定
例
市
議
会
に
お
い

て
、
保
険
税
条
の
一
部
改
正
が

議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

（
）
内
は
改
正
前
の
も
の
を

認謬鐘劃
●
療
養
給
付

範
囲
の
制

限
撤
廃
に

つ
い
て

高
萩
市
の
国
民

健
康
保
険
で
は
、

従
来
他
の
多
く
の

示
す
。

①
保
険
税
の
税
率
改
正

一
、
所
得
割

市
民
税
の
所
得
割
額
の
百

分
の
百
六
十
（
百
分
の
百

七
十
）

二
、
資
産
割

従
来
通
り
（
土
地
家
屋
に

か
か
る
固
定
資
産
税
額
の

百
分
の
二
十
七
）

三
、
被
保
険
者
均
等
割

被
保
険
者
一
人
当
り
二
百

七
十
円
（
二
百
四
十
二
円

四
、
世
柵
別
平
等
制

一
世
帯
当
り
五
百
Ｈ
（
四

百
五
十
三
円
）

②
納
税
義
務
の
発
生
、
消
滅

に
伴
う
賦
課
の
改
正

一
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
期
日
後
に
納
税
義
務
が

発
生
し
た
者
に
は
「
そ
の

発
生
し
た
円
の
属
す
る
月

か
ら
」
（
そ
の
発
生
し
た

月
の
翌
月
か
ら
）
月
割
を

も
っ
て
算
定
し
た
額
を
課

す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

二
、
賦
課
期
日
後
に
納
税
義

務
が
消
滅
し
た
者
に
は
、

「
そ
の
消
滅
し
た
日
の
属

す
る
月
の
前
月
ま
で
」

（
そ
の
消
滅
し
た
月
迄
）

月
割
を
も
っ
て
算
定
し
た

額
を
課
す
る
こ
と
に
改
め

ら
れ
ま
し
た
。

、
保
険
税
の
賦
課
に

つ
い
て

税
率
の
改
正
に
よ
っ
て
、
所

得
割
が
若
干
減
額
と
な
り
、
波

保
険
者
均
等
割
、
世
帯
別
半
等
実
績
で
は
応
能
五
三
％
応
益
四
の
給
付
範
囲
の
制
限
撤
廃
に
加

農
業
委
員
の
選
學

割
は
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
円
、
四
七
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
適
え
て
、
皆
様
こ
承
知
の
と
お
り

高
萩
市
農
業
委
員
会
委
員
の

十
七
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
が
正
賦
課
の
立
前
か
ら
、
こ
れ
を
医
療
費
の
値
上
げ
が
行
な
わ
れ
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
は
左
記

こ
れ
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
応
能
五
○
％
応
益
五
○
％
の
線
ま
す
の
で
、
保
険
財
政
は
極
め
に
よ
っ
て
行
は
れ
ま
す
の
で
お

す
。
に
引
戻
す
こ
と
が
当
然
の
措
置
て
困
難
を
来
す
こ
と
が
予
想
さ
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

保
険
税
は
地
方
税
法
矛
七
百
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
税
率
れ
ま
す
が
、
こ
の
危
機
を
突
破
記

三
条
の
三
の
規
定
に
基
ず
ぎ
市
の
改
訂
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
す
る
方
途
は
、
一
に
か
か
っ
て
一
、
選
挙
期
日四
月
二
十
五
日

条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
併
せ
て
前
に
述
べ
た
と
お
り
四
保
険
税
の
完
納
に
あ
り
ま
す
。

て
賦
課
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
月
一
日
か
ら
療
養
の
給
付
範
囲
昭
和
二
干
六
年
度
は
、
他
市
一
、
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

十
六
名

が
、
同
法
に
定
め
る
標
準
割
合
の
制
限
撤
廃
に
よ
っ
て
当
然
増
町
村
の
大
多
数
が
一
割
か
ら
一

一
、
投
票
の
時
間

は
、
所
得
割
総
額
上
資
産
割
総
加
す
る
療
養
給
付
費
を
賄
う
た
割
以
上
の
増
税
を
し
て
い
る
実
午
前
七
時
１
午
後
六
時

但
し
若
栗
、
君
田
及
び
花

額
と
の
合
計
額
（
応
能
）
及
び
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
最
少
限
情
に
か
ん
が
み
僅
か
に
三
分
程

貫
の
投
票
区
は
七
時
か
ら

被
保
険
者
均
等
割
と
世
柑
別
平
度
の
増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
の
度
の
増
税
に
止
め
た
木
市
の
配
四
時
ま
で

一
、
選
挙
告
示
日

等
割
と
の
合
計
額
（
応
綿
）
は
そ
で
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し
た
結
果
配
意
を
十
分
に
御
理
解
の
上
、

四
月
十
日
、
立
候
浦
受
付

れ
ぞ
れ
課
税
総
額
の
五
○
％
と
前
述
の
よ
う
な
改
正
が
行
な
わ
一
人
も
れ
な
く
完
納
さ
れ
て
、
開
始

な
っ
て
い
る
の
に
、
高
萩
市
の
れ
た
も
の
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
国
保
財
政
苦
難
の
年
を
立
一
、
立
候
補
締
唖
朋
十
五
日

密
誇
嘩
蝿
群
辨
諦
幟
州
岬
蛉
榊
①
保
険
税
の
完
納
を
／
赤
年
諫
切
”
瀝
在
澤
誹
壺
鱈
蓉
一
、
立
候
補
届
出
等
の
受
付
時

間

お
願
い
い
た
し
、
そ
の
成
果
を
毎
日
年
前
八
時
三
十
分
か

転
出
の
た
め
な
ど
）
に
よ
っ
て
昭
和
三
十
六
年
度
は
、
療
養
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
ら
ｌ
午
後
五
時
ま
て

－
一
面
二
二
．
二
『
ロ
ロ
『
二
二
ロ
ロ
ロ
弓
【
『
画
二
二
二
二
口
】
二
『
】
ロ
画
】
『
ロ
ロ
ニ
室
・
ロ
ロ
】
『
戸
口
ロ
ロ
宮
】
一
・
『
一
』
宮
】
宮
口
』
ロ
『
二
【
ロ
酉
・
『
『
『
】
酉
ご
一
宰
室
軍
国
二
・
二
】
ロ
ロ
再
『
ご
画
】
『
毒
写
『
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
亘
画
国
画
『
卓
里
。
。
』
【
・
『
色
白
■
宮
口
』
ロ
ー
画
ロ
宮
一
・
・
口
】

②
登
下
校
は
右
側
端
を
、
た

を
路
上
に
置
か
な
い
よ
う

み
ん
な
て
協
力
／
て
一
列
に
歩
く
よ
う
教
え

③
路
上
に
出
て
い
る
。
コ
ミ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

箱
、
石
、
砂
、
そ
の
他
の

入
学
兒
童
を
交
通
事
故
か
ら

③
道
を
横
ぎ
る
と
き
は
左
右

材
料
な
ど
は
片
付
け
て
下

守
り
弐
し
よ
う
：
：
．
…
．
を
よ
く
見
て
落
付
い
て
ま
さ
い
五
、
み
ん
な
で
協
力

つ
す
ぐ
に
。
し
よ
う
。

新
入
学
期
を
迎
え
て
、
う
れ
童
と
共
に
、
一
度
だ
け
実
際
に
三
、
車
両
を
運
転
す
る
人
達
は
五
、
ゑ
ん
な
で
協
力
し
よ
う

し
い
う
ち
に
も
、
心
配
な
こ
と
歩
い
て
見
て
、
次
の
こ
と
を
し
①
学
校
附
近
の
道
路
は
特
に

持
に
月
中
は
新
入
学
児
童
を

は
、
新
し
く
入
学
す
る
子
弟
を
ら
べ
て
下
さ
い
。
注
意
し
て
安
全
運
娠
に
心

交
通
事
故
か
ら
守
る
運
動
を

持
つ
父
兄
母
姉
の
か
た
が
た
、
①
学
校
ま
で
何
メ
ー
ト
ル
位
掛
け
ま
し
ょ
う
。
実
施
中
で
す
。
学
校
、
Ｐ
歴

学
校
の
行
き
帰
り
に
無
事
で
あ
あ
る
か
。
②
害
護
者
の
付
添
れ
な
い
幼
Ａ
、
婦
人
会
の
交
通
安
全
協

れ
と
願
う
心
は
、
世
の
親
達
の
②
時
間
は
何
分
位
か
か
る
か
児
児
童
を
道
路
上
に
発
見
会
、
警
察
等
の
機
関
は
、
そ

共
通
の
も
の
で
す
。
③
曲
り
角
は
い
く
つ
あ
る
か
し
た
と
き
は
、
一
時
停
止
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
を
通
じ
て

可
愛
い
い
入
学
児
童
を
い
た
⑳
あ
ぶ
な
い
道
は
ど
の
辺
か
か
徐
行
し
て
、
児
童
の
保
重
点
的
に
こ
の
運
動
を
進
め

ま
し
い
交
道
事
故
か
ら
守
る
た
⑤
児
童
に
ど
の
よ
う
な
注
意
護
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
、
て
い
ま
す
。

め
お
互
に
次
ぎ
の
こ
と
を
協
力
が
必
要
か
。
四
、
沿
線
の
住
民
の
方
灸
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
二
、
上
級
生
の
お
友
だ
ち
は
仙
家
の
前
の
道
路
が
正
し
い

願
い
、
当
地
方
か
ら
一
人
の

一
、
新
入
学
の
子
供
を
持
つ
お
①
新
ら
し
く
入
学
し
た
人
達
右
側
端
歩
行
が
出
来
る
よ

犠
牲
者
も
出
さ
な
い
よ
う
望

か
あ
さ
ん
達
は
家
か
ら
学
校
ま
を
毎
朝
さ
そ
っ
て
あ
げ
ま
う
き
れ
い
に
し
て
下
さ
い

象
ま
す
。
（
高
萩
警
察
署
）

で
の
道
路
に
つ
い
て
、
入
学
児
し
よ
う
。
②
南
品
や
空
箱
、
車
両
な
ど
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